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○議員紹介 【任期 : ～令和５年１１月３０日】

（後列）真家 功、戸田見良、長津智之、鈴木俊一、島田清一郎、香取憲一、山崎晴生
（中列）植木弘子、長島幸男、福島ヤヨヒ、岩本好夫、谷仲和雄、村田春樹
（前列）小川賢治、田村昌男、野村武勝、荒川一秀（議長）、石井 旭（副議長）、市村文男、大槻良明



○議会の流れ
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○議会構成
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一般会計は、2１２億円で、前年度比

１０.８%の減となっています。

また、国民健康保険特別会計、介護

保険特別会計など、5つの特別会計と

水道事業会計、下水道事業会計の２つ

の企業会計を合計した予算総額は、

3５６億９,１４７万円で、前年度比

５.８％の減となりました。

○令和４年度予算(全９会計)
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○令和４年度予算(一般会計)
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○一般会計の内訳（割合）
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○令和２年度決算
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○市財政の健全化判断比率状況
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○総務常任委員会
１．委員構成 （６名）

【～令和３年１２月１７日】
委員長 村田春樹 副委員長 戸田見良
委 員 市村文男、大槻良明、岩本好夫、谷仲和雄

【令和３年１２月１７日～】（令和4年4月25日補充）
委員長 植木弘子 副委員長 香取憲一
委 員 岩本好夫、石井 旭、戸田見良、真家 功

２．所 管
【令和４年第１回定例会まで】
市長公室、企画財政部、総務部、市民生活部、議会事務局、消防本部、
会計課、監査委員会事務局、防災管理課

【令和４年第２回定例会から】
市長公室、企画財政部、総務部、市民生活部、議会事務局、会計課、
監査委員会事務局
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【令和３年１２月１７日～】



３．審査件数（２７件） 令和３年第３回定例会から令和４年第２回定例会まで

４．審査内容や所管部署の主な実施事業など
（※審査内容及び議決した案件の一部を記載しています）

【 R3.9.15審査 9.22議決】
○情報化推進事業 事業費 20,000千円 【R3年補正予算】

タブレットを庁舎内会議でも活用し、業務の効率化を図るため、各支所の会議室に無線
ＬＡＮネットワークを構築する経費。無線ＬＡＮ機器に接続するためのＬＡＮ配線作業費、
無線ＬＡＮネットワークに必要な周辺機器などの整備を図る。
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付託案件 件数 審議結果

条 例 案 11件 可決すべきもの 11件 否決すべきもの 0件

補正予算案 7件 可決すべきもの 7件 否決すべきもの 0件

その他議案 5件 可決すべきもの 5件 否決すべきもの 0件

請願・陳情 1件 採択すべきもの 0件 不採択すべきもの 1件
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【R3.12.13審査 12.17議決】
◆議案第100号 令和３年度小美玉市一般会計補正予算（第３号）
問 → ①普通交付税と臨時財政対策債が大幅に増えているが、前年度との差をどう捉え

るのか。
②庶務事務費の訴訟代理委託料とは、どのくらいの期間の委託料なのか。

【R4.3.18審査 3.25議決】

◆議案第３号 小美玉市長等の政治倫理に関する条例の制定について

問 → ①政治倫理審査会委員７名は適正な人数なのか。
②政治倫理審査会の内容について閲覧方法はどのようにするのか。

◆議案第４号 小美玉市職員の倫理に関する条例の制定について
問 → 内部通報受付窓口はどのような体制で行うのか。

○新型コロナウイルス感染症対応行政区運営支援金（新規） 事業費 15,000千円
【R４当初予算】

市内120の行政区で、新型コロナウイルスの感染拡大により事業行事の中止等が余儀
なくされたことに伴い、行政区内の共助の精神を高める支援が必要であるとともに、犯
灯電気料における加入世帯の経済的負担軽減を図るため、令和4年度に限り行政区に
対し支援金を交付する。
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○市営霊園整備事業（新規） 事業費 25,295千円 【R４年当初予算】
市営霊園の一部に雨水が溜まってしまう区画があるため、霊園の利用者が快適に利
用できるよう、排水設備を整備する。また、霊園内に案内表示板を設置し、サービスの
向上や新規利用者の確保等に努める。

【R4.6.14審査 6.17議決】
◆議案第43号 令和4年度小美玉市一般会計補正予算（第3号）
問 → ①議会中継配信の開始時期は。

②ＴＸ水戸・茨城空港延伸協議会負担金は関係市町一律か、金額に差があるのか。
③ＴＸ水戸・茨城空港延伸協議会負担金を使い、どのような事業展開をしていくのか。
④新型コロナウイルス指定寄附金の内容は。
⑤ふるさとふれあいまつり中止の周知先は。
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◆請願第 ３号 土地利用規制法廃止に関する請願書 ・・・・・不採択

意見→①10年以上前から外国資本によって隣接地が買収されたのが大きな問題となっ
たことが発端となり、全国的に外国資本の不動産が増えてきている現状である。
ＰＡＣ３やレーダーサイトなどミサイルが発射された場合に臨機応変に対応する
ような、不測の事態に乗じるようなものが潜んでいる場合の措置だと思うので、
不採択とする。

②重要施設に対しての法は必要だと思う。ただ、曖昧な部分がある。小美玉市は
基地を有する自治体だから、請願者の主旨をよく確認して、もっとよく調査すべ
き。

土地利用規制法とは…（R４年９月施行予定）
米軍や自衛隊の施設、海上保安庁の施設、原発など「重要施設」の周囲

約１キロメートルと国境離島等を「注視区域」に指定し、その区域内の

土地・建物の所有者や賃借人などすべての住民を調査することができる

というもの。その結果、「重要施設」や国境離島等の「機能を阻害する

行為」やその「明らかなおそれ」があれば、利用中止の勧告・命令を行う

ことができる。さらに、「注視区域」のうち特に重要とみなすものは「特別

注視区域」に指定し、その区域内の一定面積以上の土地・建物の売買に

事前に届出を義務付けるというもの。命令に違反すると、「２年以下の

懲役若しくは２百万円以下の罰金」が科せられるというもの。



○文教福祉常任委員会
１．委員構成 （７名）

【 ～令和３年１２月１７日】

委員長 木村喜一 副委員長 長津智之
委 員 小川賢治、長島幸男、幡谷好文

植木弘子、香取憲一

【令和３年１２月１７日～】（令和4年4月25日補充）
委員長 村田春樹 副委員長 島田清一郎
委 員 市村文男、福島ヤヨヒ、谷仲和雄

鈴木俊一、山崎晴生

２．所 管 ４部１２課
教育委員会、文化スポーツ振興部、保健衛生部、福祉部
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【令和３年１２月１７日～】
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３．審議内容 （２０件）

４．所管部署の主な実施事業
（１）小学校建設事業（学校規模配置適正化事業含む）
（経過と事業計画）

「地域的な特性への配慮」と「子どもたち
にとって望ましい教育環境」という観点から
「小美玉市立小中学校規模配置適正化実
施計画」を策定し、この実施計画に基づき
小中学校の規模・配置の適正化への取り
組みを進めてまいりました。

開校年月
新学校名

（対象校）
議決日

令和４年4月
小美玉市立小川北義務教育学校

（野田小・上吉影小・下吉影小・小川北中）

R2.9.3予算
R2.10.23契約

開校

小川北義務教育学校
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(２)小中学校情報教育支援事業
（R3当初予算議決R3.3.18）事業費 79,725 千円
（R4当初予算議決R4.3.25）事業費 75,215 千円

国が進めるGIGAスクール構想に基づいて、
小･中･義務教育学校の児童生徒に学習用端末
を１人１台配備し、さらにはクラウドを活用するこ
とで、個別最適化された学びと協働的・探究的な
学びを推進し、子どもたち一人ひとりが自分の力
を最大限に発揮し、伸ばしていく質の高い教育の
実現に繋ぐとともに、感染症や災害等による学校
の臨時休業の期間中も切れ目ない学習環境の
充実を図っています。

（３）新型コロナウイルスワクチン接種事業
（R3当初予算議決R3.3.18）事業費 159,251 千円
（R4当初予算議決R4.3.25）事業費 138,179 千円

新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種
を、速やかに市民の方が接種できる体制を整え、
新型コロナウイルス感染症の収束に努めています。

学習用端末を使った授業

ワクチン接種



19

(４) 生活支援事業
（R3当初予算議決R3.3.18）事業費 19,463 千円
（R4当初予算議決R4.3.25）事業費 18,752 千円

日常生活上援助を必要とする「ひとり暮らし高齢者」等に対し、除草や枝払い・家事援
助などを行う軽度生活援助事業や、緊急時の通報のため緊急通報装置設置事業を行っ
ています。
また、自動車運転免許を持っていない70歳以上の方などに対しタクシー利用料金の一部
を助成する外出支援サービス事業について、1枚500円の利用券を年間42枚まで交付（1
回の乗車につきで3枚まで利用可能）することで、通院や日常生活用品購入などの外出を
支援しています。

(５) 旧橘小学校跡地整備事業
（R3当初予算議決R3.3.18）事業費 19,463 千円
（R4当初予算議決R4.3.25）事業費 16,973 千円

旧橘小跡地整備事業基本計画に基づき、小川運動公園を補完する施設を整備する
ための測量調査・実施設計を行い、多目的広場として利活用を図り、地域の子どもたち
から高齢者までの多世代が集うスポーツ・健康増進の拠点、市民交流の場として活用を
図ります。



○産業建設常任委員会

１．委員構成 （６名）
【～令和３年１２月１７日】
委員長 荒川一秀 副委員長 島田清一郎
委 員 野村武勝、田村昌男、福島ヤヨヒ

石井旭

【令和３年１２月１７日～】
委員長 長島幸男 副委員長 長津智之
委 員 野村武勝、田村昌男、大槻良明

小川賢治

２． 所 管

【令和４年第１回定例会まで】
都市建設部、産業経済部、水道局、農業委員会

【令和４年第２回定例会から】
都市建設部、産業経済部、水道局、農業委員会、防災管理課、消防本部
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【令和３年１２月１７日～】



３．審議内容 （２８件）

４．所管部署の主な実施事業

（１）広域幹線道路整備事業
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付託案件 件数 審議結果

条 例 案 ３件 可決すべきもの ３件 否決すべきもの ０件

補正予算案 １６件 可決すべきもの １６件 否決すべきもの ０件

その他議案 ７件 可決すべきもの ７件 否決すべきもの ０件

請願・陳情 ２件 採択すべきもの １件 不採択すべきもの １件

路線名 事業期間
用地取得率

（R4.5末現在）
事業進捗率

（R4.5末現在）
R4年度事業費

（単位：千円）

栗又四ケ線
(上馬場～栗又四ケ)

～R5年度 82% 77% 482,390

市道美1627号線
(岩間IC ｱｸｾｽ)

供用開始 100% 100% 0

市道小10916号線
(空港ｱｸｾｽ 竹原～野田)

供用開始 100% 100% 0



（２）玉里地区地籍調査事業

地籍調査（再調査）事業の調査計画面積は、総面積で１０．８９㎢、年間の調査面積は、
０．２９㎢～１．０６㎢です。事業期間は、認証の終了まで１４ヶ年の計画（令和２年度一部変更）
となっています。

本事業は、今年で７年目となり、これまでの成果は以下のとおりです。

令和４年度は、事業費９，３５２万８千円を計上し、事業内容は以下のとおりです。
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調査地区名 成果の状況
川中子地区 登記完了（令和2年1月6日付）

下玉里Ⅰ地区（大井戸平山区） 登記完了（令和3年10月26日付）

調査地区名 令和４年度 事業内容
下玉里Ⅱ地区（岡区） 登記中（令和4年5月16日：法務局へ送付）

高崎Ⅰ地区

（下高崎区、上高崎区の一部）
登記に向けた事務作業

高崎Ⅱ地区（上高崎区） 閲覧、認証請求事務

上玉里Ⅰ地区
（松山区、第二東宝区、玉里中台区の一部、
大宮区の一部）

一筆地調査（境界立会を含む。）

上玉里Ⅱ地区

（大宮区、田木谷駅前区の一部）
地元説明会の開催



玉里地区の地籍調査については、昭和４１年頃からの早い時期に実施したため、プラスチッ
ク杭等の永久標識を設置する義務も無く、平板測量という方法で行われました。そのため、
現在では建物の建築確認申請、土地の売買、道路の拡幅等の土地活用の際に、現地に境界
標識がほとんど無いため、非常に不便をきたしています。

この事業については、合併前からの懸案事項であり、議会でも度々議論され要望をしてき
た経緯があります。

今回の事業の成果により、境界確認のための負担が大幅に軽減されるとともに、市役所が
保管、管理している測量データを活用することにより、境界標識の復元が出来るようになります。
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（３）羽鳥駅周辺整備事業

羽鳥駅周辺整備事業については、
平成２０年度に小美玉市総合計画へ
の位置づけがされてから 約１３年目の
令和２年度末、橋上駅舎及び東西自由
通路に接続する羽鳥駅東西駅前広場
が供用開始されました。
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年月 経過

平成29年4月 羽鳥駅橋上駅舎及び東西自由通路新設工事契約を議決

平成29年4月 議会の議決によりＪＲと施行協定書を締結

平成29年5月 羽鳥学区区長会への説明，広報紙等で事業概要の周知

令和元年6月 羽鳥駅橋上駅舎及び東西自由通路 一部供用開始

令和元年6月
既存駅舎・人道橋、ホーム内跨線橋解体工事

西口階段等工事

令和2年2月16日 羽鳥駅橋上駅舎及び東西自由通路全面供用開始

令和3年4月1日 羽鳥駅東西駅前広場供用開始



１．委員構成（１０名）
【令和元年１２月２０日～】

委員長 石井 旭 副委員長 幡谷好文
委 員 市村文男、田村昌夫、小川賢治、岩本好夫

長島幸男、植木弘子、香取憲一、戸田見良

【令和４年３月２日～】（令和4年4月25日補充）
委員長 石井 旭 副委員長 戸田見良
委 員 市村文男、田村昌夫、小川賢治、岩本好夫

長島幸男、植木弘子、香取憲一、真家 功

２．設置の目的
小美玉市に百里基地が存在することにより、

(1） 周辺住民の生活や事業活動にさまざまな不利益や障害等を受けている。
（2） 不測の事態も想定され、対応策の掲示及び具体化を図らなければならない｡
（3） 昨今の景気の低迷等の影響により、基地周辺住民への安定的な諸施策の継続

の困難が予測される。 これらについての施策や措置等については、未だ十分といえ
る状況ではなく、関係機関への要請、折衝などを行い、防衛省に係る補助事業及び
交付金等の有効活用を図り、今後の安全、安心なまちづくりのため少しでも有利な
情報の収集や要望活動に努めることは必須であり、市ともども議会としても積極的
にこれらの諸活動を展開するために当委員会を設置している。
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○百里基地対策特別委員会
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〇令和３年８月１８日
陸上自衛隊V‐22オスプレイの百里基地における訓練計画に関する要請を実施。

〇令和３年９月１０日
委員会を開催し、付託された「協定書締結に関する陳情書」についての協議を

行った。

〇令和３年１２月６日
委員会を開催し、陸上自衛隊V‐22オスプレイの訓練および米軍再編に係る航空

機訓練移転の実施について、協議を行った。

〇令和３年１２月１４日
米軍再編訓練移転に係る日米共同訓練の視察を実施。

〇令和４年３月１０日
委員会を開催し、陸上自衛隊V‐22の安全性に関する広報動画を視聴し、また百里

基地令和３年度訓練実績および事故報告について説明を受け、協議を行った。

〇令和４年５月２６日
百里飛行場における重大インシデントの発生に関する要請を行った。

３．委員会の活動内容
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４．陳情・申し入れ
※令和３年度はコロナウイルス感染拡大防止の観点から執行部の所管部課長が持参。

１．訓練実施にあたり、北関東防衛局から対外的な発表と市議会・周辺住民への 説明。
２．百里基地へ飛来する際は、事前に機数や回数、訓練の期間についての情報提供。
３．機体の安全性への信頼を確保し、住民の不安が解消されるまでは、訓練内容や時間は段

階を踏むとともに、訓練回数は最小限にとどめ、夜間飛行は行わないこと。
４．住民の不安を払拭するため、機体の安全性に関する客観的な根拠並びに騒音に関する

データの提示。

１．今後とも騒音軽減等に配慮し、通常と異なる訓練実施は、本市へ事前連絡すること。
２．緊急事態を除き昼時間帯に加え早朝、夜間の訓練は、他の飛行場からの飛来も含め恒常

的に自粛すること。
３．更なる入念な点検整備、安全飛行の確保、隊員教育等を徹底し、軽微な不具合等も速やか

な連絡と原因の究明及び調査結果を適時報告すること。
４．茨城空港民航機着陸の路線拡大は本市の地域振興に重要となることから、便数制限の緩

和について配慮をすること。
５．航空祭の開催には、交通渋滞の発生防止に努め、路上駐車等が地域住民に支障をきたす

ことのないよう万全の体制をとること。

【令和３年度】 防衛省北関東防衛局への要請（令和３年８月１８日）

【令和４年度】 百里基地への申し入れを実施。（令和４年７月１２日）



○茨城空港周辺地域振興対策特別委員会

１．委員構成（１０名）

【令和元年１２月２０日～】
委員長 木村喜一 副委員長 島田清一郎
委 員 野村武勝、荒川一秀、市村文男、大槻良明、福島ヤヨヒ、谷仲和雄

村田春樹、長津智之

【令和４年３月２日～】（令和4年4月25日補充）
委員長 市村文男 副委員長 島田清一郎
委 員 野村武勝、大槻良明、福島ヤヨヒ、谷仲和雄、村田春樹、鈴木俊一

長津智之、山崎晴生

２．設置の目的
茨城空港を核とした、「まちづくり構想」に定める取り組み方針で示された、「そらら拡

張」「そらら参道」「エコトープ」「Ｊフロント」の４つの整備候補地及び、空港アクセス沿道
エリアの一体的な地域振興について、重点的に調査研究を行うことを目的とする。
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３．調査概要
本委員会では、現在、執行部より事業の進捗状況等について随時報告を受け、委員

がそれぞれの立場から構想に対し要望や意見を出し合い、空港周辺地域の振興策に
ついて調査研究を行っております。

今後、委員会としては、委員の意見を集約して提言書や要望書などにとりまとめ、議
会としての考えを市当局へ伝えていきたいと考えております。

４．開催経過
【令和３年１２月１４日（火）】

①小美玉市まちづくり構想について
第１回小美玉市まちづくり構想推進委員会の開催状況

１ 今年度の取り組みについて
２ 現時点における今後の予定について

（１）そ･ら･ら拡張構想の推進について
・令和３年度 基本計画の策定
・令和４年度 実施計画の策定
・令和５年度 実施設計等
・令和６年度～令和８年度 各種調整業務、整備着手

（２）「小美玉市まちづくり構想」全体について
②委員会の今後の進め方について
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【令和４年３月１６日(水) 】
①小美玉市まちづくり構想について

第２回小美玉市まちづくり構想推進委員会の開催状況
まちづくり構想基本計画修正案について

②委員会の今後の進め方について

【令和４年６月１３日(月)】
① 小美玉市まちづくり構想について

第３回小美玉市まちづくり構想推進委員会の開催状況
まちづくり構想基本計画修正案について
策定スケジュールについて
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市から示された「小美玉市まちづくり構想」
「そ・ら・ら拡張構想」の概要



○議会活性化特別委員会
１．委員構成（１１名）

【令和元年１２月２０日～】
委員長 幡谷好文 副委員長 村田春樹
委 員 荒川一秀、長島幸男、石井 旭、植木弘子、木村喜一

島田清一郎、長津智之、香取憲一、戸田見良

【令和４年３月２日～】（令和4年4月25日補充）
委員長 植木弘子 副委員長 村田春樹
委 員 長島幸男、石井 旭、鈴木俊一、島田清一郎、

長津智之、香取憲一、戸田見良、真家 功、山崎晴生

２．設置の目的
小美玉市議会基本条例に基づき、市民に開かれた議会を目指し、さまざまな課題の

解決と、議会のさらなる活性化を図るため、調査研究することを目的とする。

３．調査概要
１）議会報告会について
２）政務活動費の手引きについて
３）映像配信について
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１）議会報告会について
市民に対して、議会審議の結果や議会活動を報告し、市民と意見交換をする場と

して、毎年、「議会報告会」を開催してきましたが、令和２年度、３年度、４年度の議会
報告会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止にしました。

そのため、議会報告会時配布資料を作成し、市内の主な公共施設に配備したり、
市議会ウェブサイト上に掲載し、主な議会活動について市民への周知を図った。

また、昨年に引き続き今回も、直接皆様方からご意見をいただくことはできませんが、
メールやFAXで議会事務局へご意見をお寄せいただければ、ご説明をさせていただく
機会があるものと考えております。

２）政務活動費の手引き作成について
令和３年度からの政務活動費の執行にあたっては、条例・規則に基づき、会派又は

議員各々の責任において支出することが原則です。しかし、政務活動費を充てること
ができる経費の範囲の判断にばらつきが出るおそれもあります。そのため、小美玉市
議会として考え方を統一するため、政務活動費の執行についての運用指針を定め、
特に懸念される点などについて解説するものとしました。

【政務活動費を充てることができる経費の範囲の運用指針の概要】
（１）政務活動費執行にあたっての原則
（２）説明責任
（３）情報公開
（４）政務活動費の充当が不適当な経費例
（５）項目別の政務活動費充当指針
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【会派紹介】 （◎代表者、〇経理責任者） ※結成届出順

令和会（８名）◎石井 旭 、荒川一秀、長島幸男、島田清一郎、長津智之、
〇香取憲一、戸田見良、真家功

同士会（４名）◎岩本好夫、野村武勝、小川賢治、〇谷仲和雄
小美玉市公明党（１名）◎〇植木弘子
おみたま共産党（１名）◎〇福島ヤヨヒ
真政会（５名）◎村田春樹、市村文男、田村昌男、〇大槻良明、鈴木俊一
会派に属さない議員（１名）山崎晴生

３）映像配信（インターネット配信）の導入について
これまで、市役所の庁舎内（本庁・小川支所・玉里支所）にあるモニターで、本会議

の同時中継を行ってきました。コロナ禍における接触機会の軽減および新たな生活様
式へ向けて、開かれた議会の実現を目指すため、議会傍聴以外の方法として、議会活
動の内容を積極的かつ効率的に提供する手段として、インターネット配信環境を調査・
研究してきました。これにより、市執行部主導のもと、映像配信システムを導入します。

【目 的】 コロナ禍における接触機会の軽減および新たな生活様式へ向けて、

開かれた議会の実現を目指す。
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新型コロナウィルス感染拡大を受け、緊急事態宣言が発令されたことに伴い、市民の生命
または生活に直接影響を及ぼす緊急時に機能的な活動を図るため、令和２年４月８日「小美
玉市議会災害対策支援本部」を設置した。

●主な支援・対策等（経過） 令和３年９月以降

○市議会の新型コロナウイルス感染症対策

会議種別 協議事項

令和3年9月13日 対策支援本部 〇 新型コロナウイルスの対応について
・国の緊急事態宣言に伴う市内公共施設等の休館・休業期間の延長について
・市立学校のコロナウイルス感染について

令和4年1月18日 対策支援本部 ○ 市議会議員の新型コロナウイルス感染について

令和4年2月3日 対策支援本部 ○ 新型コロナウイルス感染状況について
○ 学校関係の感染状況について


